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教育課題 研究主題

自己の個性 。適性 を生か し、自ら学ぶ意欲を育てる指導の工夫

1主 題設定 の理 由

現代の子どもたちは、主体性 に乏 しいと言われる。子 どもたちの言葉 ・行動を見て も、皆 と

一緒 でなければ動けないとか
、皆 と同 じ行動を していれば安心 ・安全といった発想が見 られる。

また、現代の子 どもたちは、指示待 ち人間であるとも言われる。 自分か らは進んで物事を取 り

組 もうとしない傾向も少なくない。

子どもたちのこういった状況の背景には、現代の子 どもたちを取 りまく環境が、激変 してい

ることが考え られ る。家庭 においては、核家族化 ・少子化によって、大勢の人 とかかわ り合 っ

て生活するということができなくな っている。地域 においては、都市化等 によ って、「広場 ・

遊び場」がなくなり、年令を越えて一緒 に遊ぶとい うことが少な くなった。学校においても、

放課後親 しい友人同土 とか、尊敬す る先輩 と後輩 とかの語 り合いが少な くなった。つまり、人

が人た ることを学ぶ 「場」や、人とのかかわ り合いが少な くなって きている。 こうした人間関

係の希薄化や直接体験の欠如が、現代の子 どもたちの自立の遅れや、た くま しさに欠ける傾向

を生み出 している。

これか らの子 どもたちには、生涯を通 じて意欲的に学 び続 け、何事に対 して も主体的に取 り

組み、た くま しく生 き抜いていく資質や能力を身 にっけることが、是非 とも必要である。こう

した背景や状況をふまえて、「自己の個性 ・適性を生か し、 自ら学ぶ意欲を育てる指導の工夫」

という本主題を設定 した。

教育課題部会では、進路指導分科会 と生活指導分科会 とに分かれ、それぞれ生徒の主体的な

活動を組織 し、実際に体験す ることに主眼をおき、体験の共有 と広が りを重視 した研究実践 に

取 り組んだ。

進路指導分科会で は、身近 な職業調べ ・職場訪問 ・上級学校訪問にっいて研究実践を行い、

生活指導分科会では、学校行事 ・学級活動 ・教科学習の具体的実践を通 して、研究 に取 り組ん

だ。
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II進 路指 導分科会 の研究

進路指導分科会副主題

意欲的な生き方を育てる進路指導の工夫

1.副 主題設定の理 由

最近の中学生の様子を見ていると、将来にっいて、はっきりとした希望や目的を もたず、漠

然 と学校生活を送 っている生徒が多い。進路を選択する際にも、 自分が上級学校で何をやりた

いのか とい う夢や希望を もって選ぶのではな く、 自分の学習成績 にのみたよった 上級学校選択

をする傾向が強い。

各中学校における進路指導 も、3年 間を見通 した指導計画を立て るが、実際は、第3学 年の

進学指導に重点がおかれている。1・2学 年の進路指導 は効果がす ぐに現れないか らやりづ ら

いとい う現場の声 もある。 また、自分の将来を考えさせるために、 これまで も各中学校におい

て、上級学校訪問を始めとして、さまざまな体験活動が実践されているが、見聞体験にとどまっ

ていた り、体験の共有や他への広が りが少ないなど、臼分の生 き方を問い直す活動にな ってい

ない。

こうした現状をふまえ、中学校におけるこれか らの進路指導 は、生徒一人一人に、将来の生

き方に関心を持たせ、意欲的に生 きる姿勢を育てる指導やそのための体験活動が必要 とな って

くると考える。そこで本分科会では、「啓発的な体験学習による進路指導 を行 うことに よって

意欲的な生 き方のできる生徒が育っ」 ことを目指 し、上記の副主題を設定 した。

2.研 究の方法

啓発的な体験学習は、これまで も多 くの学校において実践されて きたが、その目的が達成さ

れたかにっいては、十分でない面がある。そ こで、「意欲的な生 き方を育て る進路指導」 を実

現させ るために、より効果的な体験学習の実践の工夫 ・改善を図 った。

本分科会では、次のような進め方 により研究を行い、啓発的体験学習の問題点を明 らかに し

効果的な指導の在 り方を 目指 した。

ア.従 来の体験学習(1年 …身近な職業調べ2年 …職場訪問3年 …上級学校訪問)に おけ

る実態や課題を明 らかにし、事前、当 日、事後における指導内容 ・方法を工夫 ・改善 し、本

分科会研究員の所属する学校 において実践する。

イ.体 験学習の事前 ・事後に、生徒の意識調査を実施 し、工夫 ・改善 した指導内容 ・方法 に効

果があるか、分析 ・考察を行 う。
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3.研 究 の構造

主 題 意欲的な生き方を育てる進路指導の工夫

1ー

① 目標 ・目的を持 ち、その実現のための計画をたて ることがで きる生徒

② 自分の意志で決めて、その課題 にすすんで取 り組むことので きる生徒

③ 自分 と自分の周囲の人々や社会 との関わ りを認識できる生徒

T

具体的実践 ①身近な職業調べ 質問項 目作 り、手伝い体験、職種別発表(学 級新聞等)

②職 場 訪 問:実 行委員会を組織 し、自ら計画 ・立案 ・実践させる。

保護者 ・地域の協力を得て実習させ る。

視覚 に訴えるなど発表を創意工夫 させる。

③h級 学校訪問:生 徒 に訪問先を決定させて取 り組ませる。

体験入学させ る。

科別の発表等工夫す る。

T

工夫 ・改善の視点 ①計画段階か ら生徒を参加 させ、主体的に活動 させる。

②生徒に実体験を させる。

③事前 ・事後指導の工夫(保 護者 ・地域の協力、発表場面の創意ユニ夫)

T

仮 説 「自ら計画 した啓発的な体験学習による進路指導を行 うことによって意欲的な生

き方のできる生徒が育つ。」

T

実態や課題 ①教師が決めす ぎ、生徒の主体的活動が少ない

②体験学習と言 って も、間接体験 ・疑似体験である

③体験を共有 した り、体験の他へのひろが りが少 ない
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4研 究の内容

(1)職 場訪問の実践

ア.目 的

(ア)仕 事の内容や、様々な職業に就 くために必要な資格や適性を知る。

(イ)働 く人との交流や、職場での実体験を通 して、働 くことの喜びや厳 しさを知 り、働 く

ことの意義を考え ることにより、意欲的な生 き方を探 る。

㈲ 希望の職業に就 くには、中学時代に何をや ってお く必要があるかを学ぶ。

W生 徒が自主的に職場訪問に参加することにより、主体的に進路を選択す る能力を高め

る。

㈲ 職場訪問を通 して、人 と人との接 し方のマナーやルールを身に付ける。

イ.職 場訪問の実施計画(2学 年)

○進路指導部 ・学年会にて、職場訪問の原案検討

○ア ンケー トによる意識調査 と 『働 くことの意義』にっいて学級活動

○職場訪問にっいて説明○生徒の実行委員会(A校)・ 進路委員会(B校)の 結成

○訪問希望調査◎希望職業の集約

○学区域近隣の事業所 ・施設の リス トアップ

○職場訪問に対 して保護者の協力を要請

○事業所 ・施設への職場訪問の依頼○訪問する職場を決定

◎訪問する職場を班長会にて決定

○ 『働くことの意義』にっいて、職業人の講話会(A校)

◎訪問先の事前学習と質問事項や役割の検討

○職場訪問の心構えと諸注意◎職場訪問の実施

◎報告書・感想文の作成とアンケートの実施

◎生徒による礼状の作成 ・送付○職員の御礼訪問◎訪問先へ礼状持参(B校)

◎発表会の準備(冊 子作 り、写真やビデオの整理)

◎体験発表会

○事後ア ンケー トによる意識調査 と 『将来への展望』 にっいて学級活動

◎ は生徒の実行委員会(A校)・ 進路委員会(B校)の 活動内容
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ウ.具 体的な実践事項

0り 訪問班について

A校 生活班で実施。

B校 訪問希望職種にて班を編成。(学級内での編成を原則 とす る)

(イ)訪 問先の選定にっいて

希望を尊重 して班長会で決める。運営 は実行委員会 ・進路委員会で行 う。

〈選定までの流れ〉

訪問希望職業調査→集約→希望順に職場 を リス トアップ→保護者 ・地域への協力要請

→訪問す る職場の決定→班会議で希望職場を決定→班長会にて最終決定

㈲ 質問事項 にっいて

〈共通質問事項〉

○仕事の内容 ○その仕事に就 くための資格 ・条件 ○その仕事を していて良かった

こと ○その仕事を していてっ らかった こと ○ その仕事に就 いた動機 ○中学時代

にどんな努力をすればよいか

班会議にて職種に応 じて他の質問項 目を検討 し、役割分担を行 う。

W講 話会について(A校 の工夫)

働 くことの意義をよ り深めるために、職業人か ら話を聞 く。

講話者について はPTA学 年委員 に呼びかけ、中学校卒業者を採用 して いる会社か、卒

業生の保護者 に依頼す る方向で決める。

㈲ 事業所 。施設への依頼 について

依頼す るときに単 に説明だけでな く、実体験の意義について理解を得て、で きるだけ実

体験を実施 していただ く方向で依頼する。

(カ)体 験発表会について

保護者に参観を呼びかけ、親子共通の話題作 りをす る。

写真や ビデオなどの視聴覚機器を利用 したり、冊子以外に模造紙 にまとめるなど発表の

方法を工夫 して、体験 の共有ができるよ うにす る。

〈工夫例〉

寸劇の要領で質問場面を再現

駅員の帽子を作 るなどの活動

司会者が発表者 に対 して 「働 く人を見てどう思いましたか」などと質問
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② 職場訪問のまとめ

A校 の職場訪問における実践 として見学や説明を聞 くだけでなく、で きるだけ実体験を

行 うことに重点をおいて取 り組んだ。そのことによ って生徒の充実感が深 まりひいては意

欲が高まると考え実施 した。 しか し、実際には職場側に様々な都合があり、かなり難 しかっ

たが、20班 中7班 が実体験することができた。

B校 においては、生徒を主体的に職場訪問に取 り組 ませ ることに重点をお き実践 した。

①A校 の職場訪問実施結果内容表(10月14日 実施)

NU 事新名 纈 実㈱ 内 容 訪問時闘 分 ア イ ウ 工

1 幼稚園 0 0 自己紹介→子供と遊ぷ→見送り→掃絵→質悶、説明 150 4 3

2 家貼 X 見学、翻 →顎 頒 問 45 2 3 z

3 ケープ轍 送 X 質問現 学(趾 、スタジオ)翻 45 3 2 2

4 熊署 X 翻 →鮪 →見学 95 2 5

5 自騨 腿 、運輪 0 X 期 →翻 →見字 70 1 9 1

s 鯖製造 0 x 鰍 で翻 →見学順 問 ?0 6 1

7 儲鑛 X 賄 →翻 →見学 45 2 5

8 大手コンビ・夕一 O X 朗 で調 →見学項 問 165 s

9 JR.A駅 X 期 →貯 →調 105 7

10 消囎 n 説明質問見学→はしご車やいろんな車に乗る酒防服着る 120 5 1

11 総舗薩 U X 見学→説明→質問(教 師引率) 90 3 1 1 1

12 ファミリーレxFラ ン 0 0 見学説明→求テトあげたり食べ鞠作り試食→質g 100 7

13 小学校 0 X 翻 →授親 学→期 110 3 4

19 鞭局 X 鼎 →見学項 悶 50 s 1

15 スーパ ーマーケ ッ 0 0 説明→負切る、 袋詰めバナナ→見学→質問 90 7

16 百館 0 X 見学翻 →質問 90 1 6

17 顛転売 0 翻 →鮒 →見学→ワ,クス鮒 120 z 4

18 纏子屋 0 質悶調 →箱づめ→赦 のパック諦 90 6 1

19 鞭所 X 見学翻現学→賄 so 1 5

20 淋 一甥 蹄 0 シール貼リウェアー、スキーを並べる見学誕明質問 100 7

合剥 9 z 平均90分 72 41 15 6

*表 中記号 ア:楽しかった イ:まあまあ楽しかった ウ:どちらかというと楽しくなかった エ:楽しくなかっ煙54廻31駕 11寛 4髪
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②職場訪問直後のアンケー ト集計結果

※A校 実体験の結果

実体験あり

実体験なし

楽しかった

7班(47名)38名(81紛

13班(87名)34名(ssx>

※A校 紹介 のあ る、な いの結果

紹介あり

紹介なし

9班(60名)38名(63X)

ll班(74名)34名(46%)

※A校 訪問時間の結果

2時周肚

1時周～2時聞未満

1騙 繍

4班(25名)17名(6鴎)

12班(81名)42名(52X)

4班(28名)13名(4鴨)

劫 訪

楽しかった

9名(19X)

32名(s7x)

19名(32X)

22名(30X)

8名(32X)

22名(z7x)

11名(39%)

どちらかというと

楽しくなかうた 楽しくなかった

0名(ox>0名(OX)

15名(17X)6名(鴨)

2名(3覧)

13名(17%)

0名(ox)

ll名(14%)

4名(14%)

1名(2X)

5名(7%)

0名(ox)

6名(7X)

0名(ox>

B校 実体験 の結 果 とても楽しかった

実体験 あ り10班(52名)24名(46紛

実体験 な し23班(ll3名)44名(39X)

どちらかというと

楽しかった 楽しくなかった 楽しくなかった

24名(46X)4名(sx)0名(ox>

61名(54X)8名(7%)0名(ox)

分析及び考察

前表A校 の職場訪問直後のア ンケー トの全体結果 としては、楽 しか ったと答えた生徒が54%、

まあまあ楽 しか ったが31%、 どちらかというと楽 しくなか ったが11%、 楽 しくなかったが4%

であ った。楽 しかった、まあまあ楽 しか ったを合わせると84%で あった。

次に実体験、保護者の職場紹介、訪問時間、職種別に分類 して考察 してみると次の ことがわ

か った。

最初に今回の目的の1っ である実体験のあった班 と、なかった班との比較では、あった班が

7班 で47名 、このうち楽 しか ったが81%、 まあまあ楽 しか ったが19%、 両方 で100%と い う結

果がでた。実体験のなかった班は13班 で87名 、楽 しか ったが39%、 まあまあ楽 しかったが37%、

両方で76%で あった。 この結果か ら実体験がある、ないで大 きな差がみ られた。そ して実体験

があった方が明 らかに楽 しか ったことを示 して いる。 この ことは実体験を しなか った生徒の感

想文の中にも実体験を したか ったという感想が、多 くみ られたことか らもうかがえた。

保護者の協力 ということで職場紹介を依頼 したが、9箇 所 の職場を紹介 していただいた。そ

の結果、紹介がある職場とない職場での比較 は、ある方が、ア ・イで約20%上 回 った。紹介に

ついては、個々に異なるので、一概には言えないが、紹介 して くれた保護者が、職場の担当者
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との関わ りで大部内容 も違 っていたように思われた。スーパーマーケットでは魚を切ったりパ ッ

ク詰め、 レス トランでは簡 単な料理作 りが行われ、全員が楽 しかったと回答 している。

訪問1時間にっいては、訪問時間が長 くなるほど楽 しかったと答 えた生徒が多 くなる傾向がみ

えるが、時間の長 さよりもむ しろ内容の充実度のように思われた。

職種別では、食品関係が圧倒的で93%を 示 している。食べることは生徒 にとって最 も身近な

ことで興味 ・関心を抱 くのは言 うまで もないが、やはり食品関係の4班 の うち3班 が、実体験

があり、実体験が職場訪問の充実感ひいては意欲の高揚に大 きくかかわることがわかる。

以L、 全体を通 してみると個々の職場の受け入れ態勢によって当然違 うが、やはり職場訪問

で最 も生徒の意識を高めたものは訪問の内容であ り、 さらにその中で実体験が最 も大 きな もの

であったことがわかった。 その結果 この実体験があるとないとでは、かなり充実感や意欲が、

違 うことが明 らかにな った。また、保護者の協力 も実習の内容の充実には大 きな役割を果 して

いることも改めて認識 した。

B校 においては、全体の結果としては、 ア(と ても楽 しか った)、 イ(楽 しか った)を 合わ

せると93%を 占あ、 ウ(ど ち らか というと楽 しくなか った)が7%、 エ(楽 しくなか った)が

0%と いう結果であ った。 ウにっいては、花店できつい実体験を して疲れて大変だったなどの

理 由や病院に行った生徒は、ためになったが楽 しいとい う問題ではないとい う答えがあり、単

にウ(ど ちらかというと楽 しくなか った)と い うことで扱えない面 もあった。そ して、ウ、エ

が極あて少ないことは、各クラスか ら立候補 により組織された進路委員会を中心に生徒主体で

取 り組んだ結果 といえる。

次にB校 において も、実体験があった方が、実体験がなか った方を ア(と て も楽 しか った)

が7%ヒ 回 ったことは実体験が、職場訪問の充実度にとって重要 ということを裏付けている。

職場紹介にっいては、32の 職場の うち11箇 所の紹介があった。そのなかには、消防署長 さん

や郵便局長 さんが、 もっと広 く実習で きる所をということで紹介 していただ くという、保護者

はもとより地域の厚い協力があり、実施で きたという特徴 もあげられる。

以 上、2校 の実践か ら職場訪問の体験学習で実体験を伴 うことや、保護者や地域の協力、生

徒主体に運営す ることがより効果的であるといえる。そして、職場訪問の実体験により生徒が

働 くことの大変さや、職業や仕事に関す る具体的 ・現実的な理解を得 られること、また、自己

の将来(進 路)に っいてより深 く考える機会になることが、生徒の感想やアンケー トか らうか

がえた。職場訪問の実体験 は、主体的な進路選択能力を高あることので きる重要な進路学習の

1っ であるといえる。
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(3)職 場訪問を中心 とした進路学習における変容

A校 、B校 において、職場訪問に関連する学習の事前 ・事後のア ンケー トによる意識調査

をおこな った。そ して、その調査により生徒の意識の変容 をとらえた。調査人数はA校 、B

校合わせて事前299名 、事後298名 である。

<設 問1>「 事前 あなたは巾学生になってか ら、将来の自分の職業(仕 事)に っいて考えた

ことがありますか。

事後 あなたは今回の進路の学習を通 して、将来の自分の職業(仕 事)に っいて

a(7.7%}

事 前

事 後

●(13.196)

考 え るよ うにな りま したか。

d(ao%)

b(52.5%) c(36.8%)

＼ ＼ 1
i

●(6'f.1%)○(18.5%)

i

●{1.39)

a、 か な り具体的 に考 えた ことがあ る

b,少 しは(夢 の よ うだが)考 えたことがある

c、 あ ま り考 えたことはない

d,全 く考 えたことはない

@、 か な り具体 的に考 えるよ うになってきた 、

宏たは以 前か ら考 えてい た

⑤ 、少 しは(夢 のよ うだが)考 えるよ うisftっ て嚢た

◎ 、あ ま り考 えていない

④ 、全 く考 えていない

J

事前 ・事後のアンケー ト調査を比較すると、④ と回答 した生徒は、全体的にはまだ少ないよ

うであるが、⑤ と回答 した生徒は増え、◎ ・⑥ と回答 した生徒が大幅(約 半分)に 減少 した。

これは、今回の進路学習を通 して、将来の自分の職業(仕 事)に っいて考えるよ うになったと

いえる。

〈設問2>「 事前 あなたは、何に…番重点をおいて職業を選択 したいと思 っていますか。

事後 あなたは、 この進路学習を通 して、何 に ・番重点をおいて職業を選択 した

いと思いま したか。

※ 自由記述 ・複数回答で行い、増減の差が激 しかったものを下記に示 した。 」

回 答 例 事 前 事 後

収入が多いかどうか 64 45

楽 しくその仕事がで きるかどうか 2.7 15

やりがいのある仕事かどうか 7 22

自分に合 っているかどうか 43 78

臼分のや りたい(好 きな)こ とができるかどうか 56 71

「収入が多いかどうか」が64か ら45、「楽 しくその仕事がで きるかどうか」が27か ら15と減
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少 し、「やりがいがある仕事かどうか」が7か ら22、「自分 に合 っているかどうか」が43か ら

78、 「自分のや りたい(好 きな)こ とがで きるかどうか」が56か ら71と増加 している。働 く

人の話を聞いたり、生 き生 きと働 く姿を見たり、友達の得 た情報を共有す ることによ り、仕

事の表面的な収入や楽 しく仕事をす ることよりも、や りがいのある仕事や自分に合 っている

とか、 自分のやりたいことがで きるという個性を生かせ る仕事を選択 したいと考える生徒が

増加 した。 この進路学習を通 して、職業を選択す るには収入に代表 される労働条件(仕 事の

外的な条件)だ けではなく、その仕事が自分に合 っているか ・で きるか等の 自分の適性 ・能

力を考えることが大切であることが理解 されて きたと考え られる。

〈設問3>「 事前 あなたは、人 は何のために働 くのだ と思いますか。

事後 あなたは、 この進路学習を通 して、人は何のために働 くのだと思いました

か。 」

※自由記述 ・複数回答で行 い、増減の差が激 しかったものを 下記 に示 した。

回 答 例 事 前 事 後

生活 していくため(金 のたあ) 159 124

家族のため(親 のため) 44 55

自分のため 91 131

人(社 会)の 役に立っため 70 109

「生活のたあ」が159か ら124と 減少 し、「自分のため」が91か ら131、 「社会に役に立っため」

が70か ら109と 増加 している。 この進路学習を通 して、働 くのは生活のためだ けで はな く、 自

分を生かすなどの自己実現のためや、それぞれの仕事が社会を形成す る大切 なものであ り、社

会のために働 くことが理解されて きたと考え られ る。

<設 問4>あ なたは、将来希望する職業 に就 くためには、 これからどのようなことを してい

かなければな らないと思いますか。(事 後ア ンケー トのみの設問)

【回 答 例】

今を大切にして、勉強を一生懸命がんばる。

学力をっけると共に、何にでも打ち込める姿勢を作る。

どんなことにも積極的に参加したりする。

自分の就きたいと思った職業について、いろいろと知識をつけておく。

私は将来看護婦になりたいから、今はお年寄りに親切にしたりなど、身の回りのことから始めたい。

学力をっけて、健康なからだを作り、社会のマナーを覚えること。

ア ・イ ・ウに代表され るように、将来希望す る職業に就 くためには、 日常の学習活動を始め

学校生活全般に主体的に取 り組む ことが必要であると記述 した生徒が70%以 上を占めた。また
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エ ・オ ・カのように、将来の職業 にっいて深 く知 り、社会 と関わりなが ら目標 に向かって努力

していこうとい う記述が、25%程 度あった。

全体的に、長い目で将来を見っめ、 自ら進んで意欲的に活動 しよ うとい う姿勢がうかがえる。

実際の職場訪問において現場の生 の声か ら学 び、 さらに発表会等で個々の体験の報告か ら吸収

した結果、このよ うな姿勢が形成 された ものと考え られる。

〈設問5>今 回の進路学習を通 して感 じたことを自由に書いて ください。(事 後アンケー ト)

【回 答 例】

ア:働 く人の姿を見て、働くとはどういうことなのか、前よりもよくわかった。

イ:人 のため、そして自分のために働くことはとてもいいことだと思う。自分のやりたい職業に就いて、一生

懸命働いている方々がとても輝いて見えた。

ウ 今回の体験によって、改めて仕事のたいへんさがわかった。
工 楽しく仕事をすることがどんなに幸福か、わかりました。

オ みんな自分の職業に誇りを持ててすごいと思う。私もいつか仕事に就いたら誇 りを持てるようにしたい。

力 今まで、その仕事に就くにはどうしたら良いかなどわからなかったことが、今回の進路学習を通してよく

わかった。

キ:地 域の人たちが協力してくれる様子を見て、 「やっぱりこの人たちにも子供の頃があったんだなあ。」と

思いました。

ク:貴 重な体験だったと思う。普段できないことをやらせてもらって、また、いろいろな話を聞いて勉強にな

った。めったにできない体験ができたと思う。また機会があったらやってみたいと思った。

ケ:「 とにかく今の勉強を最{邸艮やる!」 どの職業の発表を見ても、大体同じことを言っていた。だから、

何になるためにも、今の勉強が大切なんだ。

ア ・イのように勤労の意義や尊 さに触れた感想、 ウ ・エ ・オのように働 くことの厳 しさや喜

びを体得 したという感想など、勤労観や職業観に関する記述 が最 も多かった。また、カをはじ

あ、仕事に就 くたあの道筋を知 ることがで きた という感想や多 くの職業の仕事内容がわかった

とい う感想 など、進路にっいての理解が深まった点をあげた記述 も目立った。

今回の職場訪問は、保護者や地域の協力によって実現で きたのだが、 このことが生徒 にも伝

わ ったことが、キの記述か らもうかがえる。また、職場訪問において実体験を重視 し、さらに

事後指導において個々の体験の共有化を図 ったが、 ク ・ケの記述などか ら推察すると、多少な

りと も成果 は上がったと言えるのではないだろ うか。感想を総括 してみると、当初設定 した職

場訪問の5つ の目的は、十分達成されたと考え られる。

〈考察〉

今回の進路学習を通 して、今まで漠然 としていた将来の職業 にっいて、実際に見たり聞いた

り体験 したりして、具体的に考え られるようにな った生徒が増 えた。実際にいきいきとした働

く人の姿を見ることにより、'自分の適性や能力を顧みることがで き、また、…生懸命働 くこと

の美 しさを感 じとったように思える。 これ らは、ふだん教室では学ぶことので きない体験学習

が生かされた結果だ と考え られる。
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5.進 路指導分科会の研究のまとめと今後の課題

(1)実 体験 や体験の共有 は、生徒の意欲を高める。

将来の自分の職業(仕 事)に っいて 「あまり」「まった く」考えていな い生徒が約20%と

半分にな り、「具体的」「少 しは」考える生徒が80%に 増加 した。そ して、 「自分の適性を生

かす」 ことや 「自己実現」「他の人や社会のため」を、重点に して職業 を選 択 しよ うと考え

た生徒が増加 した ことに、意欲の高まりをみることができる。

(2)体 験の共有が出来 るよ うな工夫が、意欲を高めるうえで重要である。

カメラを使用 した記録、冊子の作成、文化祭や発表会での展示、体験発表会 ・報告会での

視聴覚機器の活用や役割演技 による報告等が、生徒相互の交流を生みだ し、体験の共有を促

進 していった。生徒全員が実体験で きるとは限 らないので、体験の共有のための工夫が、こ

の学習の重要な点であった。

(3)生 徒の主体的活動が意欲を高める。

生徒の実行委員会や進路委員会が、実践の各場面で活動 した。発表会で は班全員が感想を

述べるなど、取組みの全過程が、生徒の主体性を育て、 自主性を引き出 していった。

(4)生 き方を問直すような問いかけが、生活を見直 して意欲を高めるうえで 函要である。

「この前の発表会で仕事の大切 さと忙 しさがわか りま した。私の家は親が二人働いている

ので、 これか らは助けていかなければならないと思いま した。」 と感想を述べ、冊子を読ん

だ り、発表を聞いたりして、 日常の自分の生活を見直 しているのである。学級において も、

学習にっいての考え方 ・見方や職業をふ りかえることは、意欲を高めるうえで重要であった。

この点にっいての教師側 の発問の内容を今後 とも工夫 していかなければならない。

(5)実 体験を柱に した三年間の指導計画をたて、 これをな しとげる指導体制を確立す る。

企画立案 ・訪問の依頼 と訪問先の選定など学年教師の分担 と協力によ りな しとげ られた。

実体験を柱にした進路学習に継続的に取 り組むためには、学年体制 ・学校体制を確立するこ

とが重要である。それと同時に、実習体験の時期や規模 。内容等検討 して学校の教育課程に

位置づけ、年間計画に組 み入れて指導時数を確保することが必要である。

(6)保 護者 ・地域の協力 と信頼を広げる。

この学習は、PTAの 役員や委員の方々、保護者、地域の企業の協力 がなければ成立 しな

い。多 くの職場での実習体験をめざしたが、3分 の1の 実施であった。実施できた事業所に、

お礼の手紙を送 ったところ激励 と期待の返事をいただいた。回を重ねることにより、学習の

趣旨が一層理解 され、成果があがることが確信できる内容であった。

一]3一



皿 生活指導分科会の研究

生活指導分科会副主題

一人一人の生徒が生き生 きと活動 し、自己実現の図れる指導の工夫

1.副 主題設定の理由

目ま ぐるしく変化する社会にあって、生徒一人一人が自己の個性 ・適性を生か し、生き生

きと活動 し、生涯を通 じて自己実現を図 ってい くことが これまで以上に大切であると思われ

る。 しか し、今日の中学生の姿を見ると、「授業 に臨む姿勢に積極性がない」 ・ 「道徳 ・学

級活動で活発な意見が出ない」 ・ 「クラブ活動が不活発である」等々という言葉を耳にする。

集団の中で主体的に取 り組み、自分の思 っていることを言葉 ・行動 として表現す ることが十

分にできない生徒が増えてきていると思われ る。生徒が充実 した学校生活を送 るためには、

生徒一人一人の理解を図 り、自分の考え、感 じ方、行動を振 り返 らせるとともに、生き生 き

と活動す る機会と場を与えることが大切である。 このよ うな考え方に立ち、教科の学習、学

級活動、学校行事等の中で、生徒自らが特性、能力を発揮できる指導はどうあるべ きかを追

求す るため、本副主題を設定 した。

2.研 究の方法

(1)基 本的なとらえ方.

研究実践に当たり、副主題にある 「生 き生 きと活動 し、自己実現を図れ る」 とはどのよ

うなことか、生徒への予備調査を実施 し、生徒 の立場から明確に しようとした。その項 目

は、以下のとお りである。

○ 「自分が役 に立 っている」 とい う気持 ちを、いっ ・どこで感 じているか。

○ 「や りとげた、満足 した」 という気持ちを、いっ ・どこで感 じているか。

○ 「自分 らしさが出せた」という気持ちを、いっ ・どこで感 じているか。

○ 「自分の存在が認め られた」 という気持ちを、いっ ・どこで感 じているか。

O「 活動 に喜びを もった り、熱中 した」とい う気持ちを、いっ ・どこで感 じているか。

(2)研 究 の経過

[4月 ～8月]
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上記の項目について、生徒の実態を把握す るために、 授業 ・部活動 。学校行事 ・生 徒会

(委員今活動)'学 級活動 ・日常生活等々の面か らアンケー ト調査を行った。 この ア ンケ ー

トは、目的を 「生徒はいっ、どのような場で、自己実現を図ろ うと しているかを把握す るこ

と」 に置 き、2度 の試案作成 ・実施を経て、研究員所属校10校 、各学年1ク ラス、総生徒数

約1,200名 を対象 として7月 に、択一方式で行 った。

次に、 アンケー トの集計 ・分析 ・考察か ら、「自己実現を図 る具体的な指導 の工夫 のあ り

方」 にっ いて仮説を立てた。

仮説

「教師主導型の教育活動からは、生徒の生き生きとした姿は生 まれに くい。従 って、

教師 は、生徒の主体性を大切 にし、その活動の機会 と場を設定することによって、生

徒は、新鮮 さや喜びを実感 し、生き生 きと活動するようになる。」

[9月 ～11月]

仮説に基づいた実践を行 うたあに、自己実現に関する研究員所属各校の取 り組み ・実践例

を持ち寄 り、実際にどのような取 り組み ・実践ができるかを話 し合 った。 その際、実践は、

対象人数が多いことと、2～3ケ 月程度の比較的短期で完結できるものが望ましいことを確

認 し、具体的な実践例 として、「学校行事(学 芸発表会)」 「学級活動(班 活動を主体 と した

日常的なもの)」「教科授業(生 徒主導型の授業づ くり)」を設定 した。

3.研 究の内容

(1)生 徒の活動場面 と充実度 ・満足度の意識 に関する調査

① ア ンケー ト調査のね らい

アンケー ト調査では、一人…・人の生徒が教科の学習 ・学校行事 ・学級活動のそれぞれの場

面でどのような取 り組みを しているか、そ してその根底にある意識について実態調査す る。

② ア ンケー ト調査の結果

ア.教 科の学習 ▼

・教科の学習で意欲的に発言 している生徒は
、男子では3割 が先生や、仲間に認 められた

いと思 っており、女子では5割 が授業を活発 にしたいと考えている。

・学習形態 はグループ学習などの活動が中心の授業を望んでいるものが4割 と多い
。

イ.学 校行事

・クラスの一員として頑張 りたいと思 っているものは8割 と多いが、その反面、 リーダー
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シップを発揮 しようとす るものは1割 に満 たない。

・6割 の生徒は創意 工夫ができる場や機会を もち、自主的な活動をしたいと思 っている。

ウ.学 級活動

・活動を通 しての喜びを感 じているのは、仲間 と協力 したときに強 く感 じている。

・活動形式 としては、6割 の生徒がもっと自分たちに任せて ほしいと望んでいる。

・学級内でみんなのために役立 っていると感 じている生徒は約4割 と少ない。

② 考察

実態調査か ら、生徒は学校生活の中で仲間を大切にす る意識 は高 く、学習内容や部活動に興

味や関心を もっている。 また、学級での仕事や委員会活動、生徒会活動など自分たちの手でや

り遂げたいという意識 も見 られるなど、学校生活での充実感を求める傾向や向 一Lへの意欲があ

ることがわか った。 こうした生徒の意識は、自立への欲求の現れであ り、新 しい ものへの期待

感によるものと思われる。

一方
、学習活動等での自信のなさや責任ある仕事を積極的に引き受けようとす る姿勢が弱い

などの面 が見 られ る。さらには、 自分 自身に対す る有用感が低いなど、 自己評価が低い。 これ

は、実際に達成感や有用感を味わった経験が乏 しいこと、全体 と同 じ行動 をとろうとす る姿勢

が身についてきて しまっているか らと、考え られ る。

ア ンケー ト調査の結果より、今 日の中学校は、仲間同士での主体的な活動を望んでおり、教

師が生徒を信頼 し生徒の発想を引 き出 しなが ら機会 と場を与え、主体的な活動をより多 く経験

させ ることが必要であることが分か った。

そこで、わた したちは生徒の発想を生か し、主体的に活動 させ る機会 と場を工夫 し実施す る

ことに した。

(3)具 体的な実践例

① 学校行事を通 して一 展示発表の工夫の実践 一A校

ア.設 定理由

一般に文化祭 ・学芸発表会における 「展示発表」 は、既定のテーマにっ いての調査発表を

模造紙によって行 う形態が多 くとられている。そのため脚光を浴びる 「舞台発表」への関 〔〉・

取組みに比べて、あまり評価されることも少な くない。また生徒の意欲 も欠けがちで、一部

の生徒が義務的に携わり、大半の生徒は傍観者的状況におかれる傾向にある。

そこで、「舞台発表」 にも負 けない興味 と意欲のわ く 「場」を設定 し、一一一人一人が責任 と

喜 びを もって活動 しうる状況を創 り出し、生徒の自己実現を図ることが必要であると考えた。
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イ.「 スライ ド・OHP」 による映画製作への取 り組み実践例

(ア)方 法

a.発 表の場 一 学芸発表会の 「展示発表」 として、2日 間教室 にて上映す る。

b.班 編成 一 学級の枠 をはず して、展示発表部門への希望調査をとり、10名 前後の班編成

とした。

c .作 品の内容一 班 ごとに企画す る(ド ラマ ・ドキュメンタリー ・調査研究など)

(イ)ね らい

a .作 品の内容を自由に企画させ ることにより、個々の興味 ・関心を多様 に引き出 し、その

内発的意欲を喚起 し、主体的な活動、創造的な態度を高揚させる。

b.班 を自由に編成 させることか ら、仲間との協同作業の楽 しさを味わわせると共に、それ

ぞれに伴 う有用感や責任感を高める。

c .作 品に対する反響がはっきりと判 ることから、充実感や改善への意識を高める。

(ウ)製 作の過程

①希望調査(9/16)一(舞 台部門との人数調整)一 ②班編成(9/24)一 ③概案提

出(9/30)一 ④ シナ リオ提出(10/12)一 ⑤撮影済フィルム提出(10/21)一 ⑥録音

済テープ提出(10/26)一 ⑦宣伝ポス ター作成(10/27)一 ⑧試写会(10/28)一 ⑨前

日準備(10/29)一 ⑩学芸発表会(10/30・31)

W評 価の観点

a。 生徒の意欲づ けや今後の主体的活動への きっかけとなったか。

b.創 造的な協同作業を通 して、 自己実現 してい くことの喜びを味わえたか。またそのプロ

セスの中から困難を克服 してい こうとす る前向きの姿勢が生まれたか。
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(オ)各 班の活動状況

班 A B C ll

人 員 男9名 女4名 男9名 男8名 女3名 男10名

タイ トル 禁断の愛 サ イボーグ 電球星人 トヨダマ ン ノ ス トラー ミネ ー タ ー

作 品 の

概 要

青年(S君)が 花嫁

を求めてある女子学

園に乗 り込む。そこ

に現れる少女(Nさ

ん)と の愛が結ばれ

る。

未来の犯罪多発都市。

博士が3体 の犯罪捜

査用ロポットを完成

した。博 七を誘拐 し

てサイボーグ破壊を

ねらう悪玉との戦い

が始まる。

普段は帽子をかぶっ

ているマリモ男が、

長髪悪魔団 と戦うた

めに、 トヨダマ ンに

変身する。 しか し、

彼は力がな く弱か っ

た。

未来から占い専用の

液体金属 ロボットが

送 り込 まれる。 これ

をテレビ局の2人 が

追跡する。

活動状況

おとな しい男 子(S

君)と おさない感 じ

の女子(Nさ ん)を

主役にしているため、

他の生徒の動 きと役

割が重要 となる。 し

か し、よくフォロー

したと思 う。特にS

君にとっては忘れ得

ぬ思い出となったこ

とだろう。

撮影は衣装や小道具

に凝っていて、いろ

んな所にロケー ショ

ンに行 って い た。

「音 」作 りも意欲的

で何度 も撮 り直 して

いた。

みんなとても楽 しそ

うに活動 していた。

今か ら続編を計画中

である。

途中、撮影済のフィ

ルムを1本 不注意か

ら無駄に したり、仲

間のカメラが壊れた

りしたことから、チー

ムワークに亀裂が入っ

た。 しか し、「画像」

と 「音」が良 く工夫

されていて観客の評

判が良 く、みんな満

足 して喜んでいた。

途中班長が交代 した

り、召集をかけても

そろわなかったりで

相当苦労 していた。

なかなか作品が完成

できず、深夜 まであ

る家庭で製作すると

いう状況であった。

その中からいろいろ

考えを深める生徒 も

いた。

実践後の

感 想

(アンケー

ト調査の

中 か ら)

・S君 やNさ んの意

見を尊重で きれば

と思いました。S

君が以前より開放

的になることがで

きたので、うれ し

く思いました。

・思うようにいかず、

いらい らしたりし

た。 しか し、作品

が完成 した時、そ

の大変さも忘れて、

また、来年やりた

いと思 った。

・自分たちが考えな

いと始まらないこ

の企画に興味がわ

いたが、やってみ

ると、みんなの考

え方や日頃の生活

がよくわか った。

・考え方や友達 との

関係についていろ

いろ学べたと思う。

また来年続編を!

・友達 と過 ごす時間

が増 えて 良か っ

た。

・みんなで協力 して

作品を作 っていく

ことが、とても楽

しかったので、ぜ

ひ 来年 もや りた

いo

・ちょっと自分勝手

に行動 してしまっ

たことで友達に反

発をくらってしまっ

た。
1

・どんなことがあっ

て も、みんなで考

え解決 していくこ

との大切さがわかっ

た。

・みんなで作 りあげ

たものを観て、びっ

くりした。他の作

品とは少 し劣るか

もしれないけれど、

良かったです。

※ 上記のほかに、男6名 と男8名 の2っ の班がある。
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(カ)実 践 後の ア ンケー ト調査

① あなたが展示部門を希望した動機は何ですか。

っ 選 びなさい。

a友 達と自由に班が作れるから(24%)

b自 由な発想で作晶を作ることに興味がわい

たか ら(69%)

c舞 台部門より楽できそうだったから(5%)

dそ の他(2%)

② 自分の存在をアピールできましたか。

a

b

C

d

充分 で きた(15%)

ま あ まあで きた(56%)

あ ま りで きなか った(27%)

ま った くで きな か った(2%)

③ 仲 間 との活動 は楽 しか ったです か。

aと て も楽 しか った(57%)

bま あ まあ楽 しか った(30%)

cあ ま り楽 しくなか った(13%)

dっ ま らなか った(0%)

④ 友 達 が増え た り友情 が深 まったりしましたか。

aと て もそ う思 う(25%)

bい く らか そ う思 う(52%)

cあ ま り思 わない(19%)

d全 く思 わない(4%)

⑤ 作品が完成 したときの気持ちはどうでしたか。

a

b

C

ユ0

とて もうれ しか った(66%)

ま あ まあ うれ しか った(22%)

あ ま りうれ しくなか った(10%)

うれ しくなか った(2%)

⑥ この活動を通 して、以前より感 じた こと。

(い くっ○をっけてもよい)

a仲 間と協力することの大切さ(63%)

b積 極的に行動することの大切さ(33%)

c困 難を乗 り越えていこうとする意志の大切

さ(33%)

dそ の他(2%)一 〔例〕仲間と同 じ目標を

目指 し、達成できたときの喜び

⑦ これか らの学校生活の中で、今回のように白

分たちで企画 し、自ら行動 し、そ して何 らかを

創 りあげてい く場面がほ しいと思いますか。

aと ても思 う(50%)

bま あまあ思 う(44%)

cあ まり思わない(4%)

dま った く思わない(2%)

ウ.ま とめ と今後 の課題

今回の創造的な活動を通 して、個の内なる興味 ・関心 ・自己実現への欲求を、集団 とのか

かわりの中か ら、それぞれの試行錯誤、困難への対処のプロセスを経て、ほとんどの生徒が、

仲間を相互に尊重 して協力 し合 うことの大切 さや、 自己有用感、作品完成の達成感等の喜び

を感 じとって くれ た。

今、生徒たちが味わっているこの充実感を、さらなる高次の活動へ とっなげるため、我々

教師と しては、個および集団の心の動 き、希望を常 にみつめ、その興味 ・関心 ・自己実現の

欲求を、いかなる有意 なる活動と して設定 し、実現 しうるか、創造的姿勢をもって考えてい

く必要 が あ る。

同時に、単なる生徒の興味本位の発揚 とならないよう、 日常的にも生徒の心情 ・意識の深

化、育成を図ることが、基本にあることを忘れてはな らない。

② 学級活動を通 して一合同委員会および班長会 による活動 を中心 として一B校

ア.ね ら い

(ア)合 同委員会、班長会を中心 とした話 し合い等 により生徒の主体性 を高める。

(イ)遠 足や班新聞コンクール等の場を通 して生徒の有用感、責任感を高め、みんなで協力

して生 き生 きと活動できるようにす る。
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イ.活 動内容

(ガ 合同委員会について

各学級の中央委員と生活委員男女1名 ずっを選出 し、合同委員会を組織する。生徒全員

が生き生 きと充実 した生活が送れ るように週一回定例会を開 き、学年 目標の設定、各学級

の活動計画および情報交換、問題点の改善、遠足や班新聞 コンクール等の行事の企画運営

等 にっいて話 し合いを持 っている。

(イ)班 長会にっいて

立候補 によって選出された班長 と合同委員によって週一回班長会を開いている。話 し合

いの内容 は合同委員会を受けた ものであり、それ らを学級 レベルの ものにしたより具体的

な ものとなっている。また学級活動の計画や班の編成等についても中心的に活動 している。

ウ.具 体的活動その1～ 遠足～

合同委員会および班長会を中心 にその目標や約束ごと等が決め られた。各班はそれ らを

もとに数多 くの話 し合いを持 ち、当 日はもちろん事前事後 にわたって生徒の主体的活動が

生 き生きと展開 された。具体的 には事前 における目標や約束 ごとの徹底、ポスターや印刷
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物 によるよびかけ、班員全員による班 カー ドや しお りの作成および買い物、当 日における

目標や約束 ごとの確認 と達成、係活動の遂行、事後におけるア ンケー トの実施とその結果

に基づ く反省会等があげ られる。

エ.具 体的活動 その2～ 班新聞 コンクール～

班の協力の必要性がさけばれ、それを学ぶ方法の一っと して班新聞コンクールを実施 し

た。 これにっいて も合同委員会と班長会が中心 となり、その発案か ら計画実施 さらに事後

の反省にいたるすべてが生徒の主体的活動に委ね られた。

オ.ま とめ

今回は合同委員会および班長会 といった組織的な活動を中心に研究を進めたが、生徒が

自分たちの手で主体的に決めた ことについては、生徒同時お互いに認め合い、協力 し合い、

生徒全員が生 き生 きと活動するようになるものであることを確認できた。

③ 教科の学習を通 して 一体育 ・バ レーボールの実践一C校

ア.ね らい

(ア)練 習計画を自分 たちで立て、 自分たちにあった 「攻め方」「守 り方」 を工夫 し、 ゲ ーム

を楽 しめるようにす る。

(イ)自 分たちの課題 を見っけ、その課題を達成す るためにみんなで協力で きるようにす る。

㈲ 一人一人が学習す る中で自分の存在感や成就感を感 じることがで きるよ うにする。

イ.指 導の手立て と工夫

(ア}チ ームづ くりは自分たちの話 し合いで生徒の手で編成する。(1チ ーム6人)

け)各 チームで必要な係を独 自に決める。(一 入一役)

(ウ)ル ール、 フォーメーションを 自分たちで考える。

Wグ ループノー トに自分たちで練習計画を自由に考え、毎時間活動する。

㈹ 生徒たちが自ら課題を見っけ練習やゲームに取 り組み、教師は生徒達の助言者 という立

場をとる。

ウ.学 習の流れ

(力 内容

1時 間目～3時 問目 グループづ くり、 グループノー トづ くり、指導計画などの説明

と体操、 トレーニングを独自に作 り、ルール、フォーメーショ

ンについて考える。
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4時 間 目～12時 間 目 自分達の練習計画にそって練習を行 う。

10分間 一体操 ・トレーニ ング、20分 間一練習、10分 間一ゲーム

10分間 一整理体操 ・反省(グ ループノー トに記入)

13時閤目～19時 問 目 リーグ戦

(イ)グ ループノー ト

「指導計画」「知識」「練習計画」「反省(個 人 ・チーム)」「作戦 カー ド」 などを使 って

グループノー トを作成 し、チームで管理す る。授業が終わ るごとに次時の練習計画をチー

ム全員で考え、毎時間の授業の前の 日までに提 出 し、指導 ・助言をキャプテンが受 ける。

授業中はグループノー トの計画にそ って行い、ゲームでは、予 め立てた作戦(フ ォーメー

ションなど)で 、練習 した成果が出せるようにする。最後の5分 間はチームで ミーティン

グをひ らき、本時の反省を行 う。次時の練習計画を教師が見 るときに前回の学習の反省 も

合わせて指導 ・助言 を加える。

はじあは、無理 な計画やただ楽 しいだけという計画 もあったが、教師か らの一言を入れ

ることで生徒への意欲づけになった。
バ レーボールの練習計画

工.生 徒の感想
グループ名 ダイナマイズ

(カ グループで計画を立て、練習 した りす

ることが とて も楽 しく、生 き生 きと活動

できたのではないか と思 います。

(イ)1・2年 の時はあ まり体育 は得意で な

かったが、3年 にな って 自分 たちが計画

を立てて行 った ことが とて もよか った。

㈲ 友達 とチームをっ くりお互いに助け合 っ

てプ レイをす るのが楽 しい。 チームワー

クを通 して友達 との信頼関係づ くりがで

きると思 う。

W自 分 たちのや りた いことや、 いろいろ

な ことがで きた。 こ ういう授業 はいい、

とて もいいと思 う。

㈹

(カ)
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自分たちで考え学 び、教え合 ってバ レーボールをするところにとて も満足感があ った。

自分たちにすべて任 されると、先生に全面的に信頼 されているんだ、 という満足感 と、
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それに答えなければという責任感が生まれました。これか らもこのや り方でや ってほしい

と思、いました。

($)計 画ノー トを作 ったことで、授業の前か ら班員が協力 して計画を立て、団結で きてか ら

学習に取 り組めたことがよか った。

(ク)授 業後生徒にア ンケー トを とった結果、「今回の学習 はグループを中心 に進 めて きま し

た。今までの一斉学習と比べてど うで したか。」 という設問に対 して 『今回のようにグルー

プでで きるほうがよい』 と回答 した生徒が93%を 占めた。

オ.成 果

(ア)生 徒が毎時間の学習計画を自分たちで考えることによって、 自分たちでやらなくてはと

い う自覚が生まれて くる。

(イ)「自分たちで考える」「自分たちで活動す る」 という場があたえ られ る満足感がある。

㈲ 学習中遊ぶ生徒がなく、それぞれ課題を持 ち、その課題達成のためにお互いに教え合い

チームカを高めていくという目的のために生徒たちは熱心 に取 り組んでいる。

Wキ ャプテンを中心に 「どうしたら巧 くできるようになるか」など問題意識が生まれ、練

』習の方法にも工夫が見 られ るようになる
。

㈲ チームの レベルに合 った課題を見っけ、意欲的に取 り組む姿勢が見 られる。

(カ〉 能力的に低 い生徒にも意欲的な面が見 られる。

(キ)生 徒の意欲が高まった中で教師が適切な指導、助言を与えることによって、一層浸透 し

てい く。

カ.今 後の課題

(の 体育の学習であるため、ただ楽 しか っただけで終わ ってはな らない。「全体、個 人のね

らいがどこにおかれているか」などしっか り計画を立てさせることが大切である。練習計

画 は、授業時間内で行 っていると運動量が少なくなるので、休み時間などを利用 して行 っ

てきた。 しか し、班員が集 まりグループノー トを記入する場の設定が生徒 まかせになって

しまった。今後 もグループノー トの念入 りな吟味 と計画を立てる場の設定が必要になって

くる。

ω 学習活動の系統性はどうなっているのか。今回3年 生男子を対象にしたが、1年 生など

では自分たちで練習計画を立てることには無理が生 じないだろうか。1年 生のみな らず計

画の立てさせ方、立案時、活動時の指導 ・助言の与え方が重要にな って くる。

以上、計画の立てさせ方、学習の系統性、教師の指導 ・助言の仕方など今後の課題である

が、我々は常にこのことについて考え、よりよい指導 に努めなければならない。

一23一



4.生 活指導分科会の研究のまとめと今後の課題

「生徒の活動場面 と充実度、満足度 の意識」 に関す る調査研究の結果、学校生活 における

日常的な自治的な活動だけでな く、学校行事や教科の学習でも、主体的に企画の段階か ら生

徒自身の手に任せることによって、 一・人一人の到達 目標に応 じた活動が生 き生 きと展開 され

ると考えた。

こうした考えに立ち、

「役 に立っ経験が豊富で、 自分自身で もそれを実感 している生徒」

「自信をもって、責任ある仕事に取 り組む生徒」

「学校生活の中で、"存 在感"を 感 じられる生徒」

に育っ ことを期待 して、今回の実践を試みた。

今回の実践では、かなり多 くの部分を生徒に任せているので、生徒自身で工夫、協力 し合

いなが ら活動することになり、どうした らうまくい くかについて、より主体的で積極的 な参

加がみ られるようにな った。こうした実践を通 して、生徒 は望ま しい思考力 ・判断力を身に

っけ、 自己の有用感を感 じていくことになる。教師主導型の活動では、生徒 は教師の意向に

沿 うように行動 しなければな らないと考えがちで萎縮 して しまい、子供本来の生 き生 きした

活動 にな らないこともある。そこで、生徒の主体性 を大切にした活動の場を与えることが大

切である。

今回の研究では、現場の実情を踏まえ、実践的かっ具体的な問題 として、どのような場面

を設定すれば、生徒が 自己実現を図れるかにっいて研究を進めてきた。そのなかで教師の適

切 な助言が、生徒の活動の質を高めるうで重要であ ることも改めて確認 された。

そ して、次の3点 を今後の課題 とした。

(1)生 徒に任せやすい課題は何かを再検討す る必要がある。

特に教科の授業で実践す るときには、時間配分や教科間での連携 も踏 まえ、学校全体 と

しての方針をたてる必要がある。

(2)生 徒への効果的な助言の方法 はどうあるべきか。

生徒の活動の質を高めるためには、適切な方法で適切 なときに助言を与 え る必 要があ

る。

{3)生 徒の期待する活動場面を知 る手立てはどうあるべ きか。

生徒に活動 させ るためには、生徒がどのような活動場面を期待 して いるかを常 に知 って

おきたい。どうした ら、それを知 ることがで きるか。
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